
県 政 協 議 会

令和６年５月２１日 (火 )

午前１０：３０

１．ＰＦＩ手法による新県立体育館整備に係る事業費の見通し等について

２．ツキノワグマによる被害防止対策について

３．その他
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ツキノワグマによる被害防止対策について

令和６年５月２１日

生 活 環 境 部

国は、都道府県等による集中的かつ広域的な管理を支援するため、令和６年４月１６日に鳥獣保護管理法施
行規則を改正し、絶滅が危惧される四国の個体群を除くクマ類を、新たに指定管理鳥獣に追加した。
今年度は年度当初からツキノワグマの目撃件数が増えていることから、引き続き被害防止対策に取り組んで

いく。

１ 追加指定による効果
（１）規制緩和

都道府県が策定する指定管理鳥獣捕獲等事業計画に基づいて行われる行為に対しては、鳥獣保護管理
法で規定されている次の禁止事項が適用されないことから、より迅速な対応が可能となる。
許可を得ずに行う鳥獣の捕獲等 ／ 捕獲等した鳥獣の放置 ／ 夜間の銃猟の実施

（２）国による財政支援
他の指定管理鳥獣（ニホンジカ、イノシシ）と同様に、都道府県において指定管理鳥獣捕獲等事業交

付金が活用できる見込み。現時点で具体的な支援メニューは示されていないが、クマの個体数モニタリ
ングや人の生活圏への出没防止のための環境整備、専門的人材の育成等の取組への支援等が見込まれて
いる。

２ 今年度の主な取組
・専門的知識を有する鳥獣管理職員の増員（１名⇒３名）
・北秋田地域振興局、仙北地域振興局への麻酔銃の配備
・ツキノワグマ冬眠穴等調査の実施
・カメラトラップ法によるクマの生息数調査の実施
・ツキノワグマ等情報マップシステムによる出没情報の提供
・その他、指定管理鳥獣捕獲等事業交付金を活用した事業の展開 等

【カメラトラップ設置例】
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（参考）クマ出没の状況
○ 今年度は年度当初からツキノワグマの目撃件数が多いこと等を踏まえ、４月１５日にツキノワグマ出没注
意報を、１８日に出没警報を発令したほか、被害対策に係る事業の早期着手に取り組んでいる。

４月における出没状況 （単位：件、人）

年 度 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

目撃件数 １０ １７ ２３ １９ ２７ ７０

人身被害者数 ０ ０ １ ０ ０ ０

○ ５月４日には鹿角市において渓流釣りをしていた男性１名が、１８日には鹿角市において遭難者を捜索中
の警察官２名と三種町において農作業中の男性１名がツキノワグマに襲われる人身事故が発生した。
こうしたことを踏まえ、１８日に「クマによる人身被害緊急対策会議」を開催し次の事項について取組を

強化していくことを確認した。
・入山禁止エリアの周知徹底等、県民への一層の注意喚起
・隣県と連携した、入山禁止エリアやクマ人身被害状況等の情報発信

○ ５月２１日には、警察や市町村などの関係機関から構成される「秋田県ツキノワグマ被害緊急対策会議」
を開催し、人身被害発生状況や発生時の対応、住民等への一層の注意喚起などについて情報共有・確認する
ことにしている。
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